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The impact of the policy of international standardization on water, which was involved i.J1to the New Growth Strategy, 

has been extended gradually onto many aspects of the administration relating to water utilities in Japan. The relevant 

ministries established Study Committee on Strategies of International Standardization in the Field of Water. The 

committee emphasized the field of system solution rather than different components. Meanwhile, Japanese Industrial 

Standards are prepared in line with ISO 24500 series. 
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1' はじめに

世界の水ビジネス市場のボリュームゾーンは上下水道分

野であるといわれているこの分野は，2007年には市場全

体の約90％に当たる 32兆円の市均規模であるのに対し，

2025年には市垢全体の約85％に当たる74.3兆円の市場が

見込まれているり近年，この市場を狙って本邦のエンジ

ニアリング企業や商社が，産業革新機構の金礁支援やODA

とからめて，積極的な海外展開を図っているまた，上下

水道技術の悔外移転をめぐる地方公共団体の勅きも活発化

しており，国際頁献ビジネスとして注目を集めつつある，

本稿では，国1探水ビジネスを支援する厚生労働省，国土

交通省等の施策と閲係者を巻き込んだ国際標準化の取組に

ついて紹介する，

2.上下水道事業の国際展開と国際標準化

2010年6月18日に閣議決定された「新成長戦略」のな

かに国際標地化が（立餅づけられたのは，国際標準化が，海

外に進出する日本企業への支援ツールとなり得るからにほ

かならない図1は，わが国の優れたド水道技術の国際展

聞における国院標準化の活用の位骰づけを示している． 日

本の技術やシステムが，今後，よりー／妍毎外市垢において

競争）］を発揮し，悔外受注の獲得につなげていくためには，

日本の技術や規格を国際統一規格とするための取組や，投

質対象国におけるスタンダード獲得のための取糾を推進す
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図1下水道技術の国際展開プロセスと国際標準化

（国土交通省作成）

表1水に関する国際規格を開発している主な ISO専門

委員会 (TC)

TC 名称 策定済みの国際規格

TC 138 流体輸送用ブラスチック管 ISO4435 lやブ＞ぶックエ漫l
継手及びパルブ類 IS0 10467 
（老朽管の改簗等） IS08773 他計26規格

TC224 飲料水及び下水サービスに l改）245101紅B太下水道玲l
閲する活動ーサービス ISO 245ft 
品賞甚準及U婁務指標 ISO 24512 

PC253 澪澤のための下水処理水利用 l疇匹tx“”<・ lヽ

TC255 パイオガス なし（中国が国醜幹布

PC 251 （全てのインフラに適用できる） I"'心 少ね').,ーチセンター1
アセットマネジメントの規格
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ることが求められている．

表1は，水に関する国際規格を開発している主なISO専

門委以会 (TC)を示している．近年TC224,PC253等上

下水道に関係する分野について，わが国の取組み体制の充

実が図られてきた

3.上下水道のJIS規格

国際標準化の重要性は一般に認識されるとしても，日本

の企業や技術のパフォーマンスが高く評価されるような国

際規格の具体像が明確になっているかというと，必ずしも

そうではないわが国の上下水道は，基本的に地方公共団

体が経営しているこレもあってそのパフォーマンスを評

価したり比較したりする社会ヽンステムが定豹していない．

日本の技術の優れた点を発見するためにも， n本国内の上
下水道市業のバフォーマンスを国際競争力の観点から評価

することが求められている．パフォーマンスの国際評価を

可能とする，国際規格と贋を合のとれた国内規格の制定は，

日本の強みを生かす国際的なビジネス展聞を図るうえで訳

要な施策といえる．

2010年 5月国七交通省は独自の成長戦略を発表し，そ

のなかで，国内スタンダードのグローバルスタンダードへ

の適合を図るとともに， 日本の技術 ・規格の国際標準化や

投資対象国での採用に向けた取組を推進するという方針を

公表した

その後経済産業省，｝＇花生労働省，国上交通省との間で濶

整が図られ， 2007年に発行されたISO24500シリーズと

賂合のとれたn本工業規格(JIS規格）の制定をめざすこ
とが決まった．具体的には（社） H本水道協会と（社） II

木下水道協会が協力して， 2010年7月に「1S024500シリ

ーズ JIS原案作成委旦会（委員長 ：長岡裕東京都市大学

教授）」を設岡し，（財）日本規格協会の支援を受けながら，

JIS原案の作成作業を行った原案の作成は 2010年度末

には終了しており，現在政府内での手続きが行われている．

また，国土交通省国土技術総合研究所では， ISOffC138

（流（本輸送用プラスチック管継手及ぴバルプ類）で開発

された IS011296・1（一般）， IS011296・3（密沿符でのラ

イニング）， IS011296-4（現椒硬化管でのライニング）と

整合のとれた下水道符路更生T．法のJIS化が進められてい

る．

4.水分野の国際標準化戦略

2010年厚生労働省，経済産業省，国土交通省，環境省は，

水分野の国際椋準化のニーズや動向に応じた我が同の対応

方針を定期的に検討するための場として「国際標準化戦略

検討委員会」を設個した検討会では，①国内外の動向 ・

状況 ②分野の全体像 ・将米像，③知的財産マネジメント

による競争力強化の方策④国際標準獲褐に向けた取組，

⑤戦略の実施・見直し等について検討が行われた．「国際椋

湘化戦略検討委員会」では，我が国の型店な政策的経験も

陪まえつつ，政策課閣解決型のシステム ・ソリューション

に爪点を骰くこととされた一つながりのサプライチェー

ンの中からターゲッ トとするビジネスを絞り込むのではな

く，システム全体をビジネスのターゲットとすることにな

る．ターゲットとする具体的なシステムについては，我が

国の政策的経験やこれによって発達したコア技術 ・ノウハ

ウ等を跨まえて選定することとし，概略的なベースマップ

として表2が作成されたこの表に掲げられた主なシステ

ムこそ，今後国際椋準化の対象として検討されるべきテー

マといえる．

表2 水分野の戦略ベースマップ（概略）

フェーズ 主なシステム

上下水道の普及 街渠都市における浸水対策ヽンスプム

が遅れている 簡易な下水処理システム

国 ・地域

上下水道がある 老朽化した管路のアセットマネジメン

程度普及し，改 トシステム

築を含めた維持 下水fり生水利用を1J的とした仙度処理

管理や質的向ヒ システム

を図る国 ・地域 下水からの資源 ・エネルギ一回収シス

テム

水道における配水コントロールシステ

ム

（水分野国踪椋準化戦略検討委且会事務局作成資料より）

フランスなど先進諸外国のなかには， ISO24500シリー

ズの途」須．国への将及に注力している同もある国1深市場性

の観点から， ISO規格は途上国にも適用可能なものである

ことが求められており，途上国での適JTI実紹を籾むことは，

ISO規格の改善のための重要なプロセスである他方，先

進国が途上国での国際規格適用を支援することは，途 lー：国

の実情を知り，自国の技術の特長が高く評価されるような

規格やその迎）1=1のあり方について研究する絶好の方法でも

ある．ODAを活用した国際椋湘化戦略は，今後検討すべ

き新しいテーマといえるかもしれない

5 おわりに

ISOでは，「水へのアクセスと利用 (WaterAccess and 

Use)」,「持統可能性 (Sustainability)」が新たな革新（l勺業

務分野としてにわかに脚光を浴びつつある．「水へのアクセ

スと利用」については， 2011年9月のISO理事会におい

て，世界の水問迎解決に向けた国際栢準の重要性が再確認

され， 2012年に日本で水に関する ISO同際ワークショッ

プが開催されることが決まった笙者も 10月にTC224の

議長である BrunoTissenand氏と而会し，今後のn本の
貢献のあり方について識論するなど，関係者の間で，今後

の戦略的な方向について柑極的な検討が行われているとこ

ろである．
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